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●●●●オーストラリアにおける紫外線対策とオゾンホールオーストラリアにおける紫外線対策とオゾンホールオーストラリアにおける紫外線対策とオゾンホールオーストラリアにおける紫外線対策とオゾンホール 

 

 高校の現代社会の教科書と同様に、地理の教科書においても次のような記述があります。 

 

 



 

解説：解説：解説：解説： 

 

 紫外線の悪影響について、オーストラリアのサングラスの着用を例示するのが高校社会科教科書の定番

のようです。この件については既に『浜島書店 ニュービジョン現社』において触れましたので省略します。

オゾンホール拡大のフロン原因説については「オゾンホールのフロン原因説」に示します。 

 さらにこの教科書では新たな誤りとして 

「南極では毎年、冬から春にかけてオゾンホールが生じ、年々、拡大傾向にある」 

という虚偽が記載されています。 

 

 

 

上図に示すように、2000 年台に入ってからオゾンホールの面積は減少傾向にあり、昨年には“オゾンホー

ル拡大の終息宣言”が出され始めているのが現状です。 

 

 



●●●●主要な温室効果ガスは主要な温室効果ガスは主要な温室効果ガスは主要な温室効果ガスは HHHH
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    地球の温暖化として次のように記されています。 

 

 

 



解説：解説：解説：解説： 

 

    温室効果、大気中 CO2 濃度の増加については定番の説明です。この点については「3-3 温室効果の通

説を科学する」を参照してください。 

 

 さらにこの教科書では地球大気の主要な温室効果ガスである H2O を無視しています。 

 

 

 またこの教科書では温暖化による悪影響として海面上昇によるツバルの水没の事例が示されています。

これは非科学的な宣伝です。世界的には気温の上昇によって顕著な海面上昇は観測されていません。 



 海面上昇は陸上氷河の融解によって起こります。しかし内陸の氷河が溶けても、その水がそのまま海洋

に流れこむことは考えにくく、海面上昇には直接結びつきません。また北極海の海氷がいくら溶けても顕著

な海面上昇には結びつきません（塩分濃度差による多少の増加はある）。 

 可能性としては陸上氷河の 9 割以上を占める南極氷河とグリーンランド氷河が大規模に融解することで

すが、氷点下における気温の上昇は降雪量の増加となり陸上氷河は増加する可能性のほうが高いと考え

られます。下図はグリーンランド氷河の変動を示していますが、内陸部の氷の厚さは増加していることがわ

かりま す。 

 

 

 

 海面の表面形状は概ね回転楕円体を示し、海流や気圧差、塩分濃度差などによって多少地域的な偏り

はあるものの、ツバルだけが著しく海面上昇することはありません。ツバルは脆いサンゴ礁の上にある国で

あり、乱開発によって地盤沈下が起こっていると考えられます。 

 


